
8月20日(水)
夏休み経済教室

東京中学
シンポジウム

問題提起

埼玉県春日部市立武里中学校

小谷 勇人



VUCAの定義について

〇Volatility（変動性）

〇Uncertainty（不確実性）

〇Complexity（複雑性）

〇Ambiguity（曖昧性）

⇒常に自らの決断が求められる時代へ

 生徒たちはそんな時代を生き抜くことに
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VUCAの用語が中教審「新たな教育振興計画（令
５～９）令５.６.16閣議決定に登場！！
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慶應義塾大学 今井むつみ教授 アブダクション推論

アブダクション推論…結果から遡って原因を推測する思考法

・すでにある知識を修正し、因果関係を解明し、新た
な知識を創り出すことに本領を発揮する。

×演繹推論…規則に則っているかどうか判断するだけ

×帰納推論…過去の事例のパターンから予測するだけ

⇒思考バイアスを抑え、精度のよいアブダクション推論が
できるような学び方を学ぶ必要性。 AIはアブダクション推論をしない
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ヒント

引用：今井むつみ『人生の大問題と正しく向き合うための認知心理学』日経プレミアシリーズ,2025年



慶應義塾大学 今井むつみ教授 アブダクション推論

アブダクション推論を活用した社会科の授業例
地理的分野 世界の諸地域「アフリカ州」

問い「21世紀は『アフリカの時代』と言われる理由とは？」

貧困や紛争など負の側面が注目されるアフリカ州の学習
を正の側面としてスマートフォンの普及や日本よりも進む
キャッシュレスの現状などの「リープフロッグ現象」が起きたこ
とを伝えるなど、新たなアフリカ州への知識を創り出す。
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ヒント

参考：荒井正剛『アフリカへのステレオタイプを避ける地理授業のあり方』新地理 69－3,2021年



～中川先生の午前中の講演を受けて～

・不確実性下（VUCA社会）の意思決定に教育は
大きな役割を果たしうるのではないか。

⇒プロスぺクティブ・センスメイキングの考え方をでき
る生徒を育成する必要性＝ネガティブフレーミングを変
えていく！！（×プロスペクト理論）

・VUCAな環境下で「好ましくないシナリオ」が発現した
場合でも、アブダクション推論がそのような状況で生き
てくるのではないか。

6 個の強靭性（レジリエンス）



これからの３分野の実践提案では…

❶変化が激しく、将来予測が困難な時代に
おいて、「経済」の学びはどのような意味をも
つのか？

❷「想定外」や「板挟み」と向き合い、乗り
越えられる人材を教育者としてどのように生
み出していくのか？

7 みなさんで考えていきましょう！
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